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部埼灯台　（表紙の写真説明）

　部埼灯台は、江戸幕府が兵庫港（現在の神戸港）開港に備えて建設することをイギリス公使

と約定した５灯台のうちの１基で、イギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの設計

により明治3年着工、同５年に完成、1月22日初点灯しました。

石造りの灯台と付属施設は建設当時のもので、内部の機器についても明治時代のものが現在

も一部継続使用されています。日本の灯台 50 選にも選ばれ、歴史的文化価値が高いＡランクの

保存灯台です。



－ 1－

会員の皆様、こんにちは。会報誌 16 号を
お届けします。
会報誌は平成 21 年３月母校が閉校と同年
に創刊号を発行致しました。会員の絆を深
める目的で会の活動報告、ふる里便り等を
会員の寄稿で構成され、本部で一括編集、年一回の発行をし
ております。
アルファベットのＡ～Ｚの頭文字を冠した言葉をサブタイ
トルとして付け、26 号までの発行を目標としております。今
後 10 年…、応援宜しくお願い致します。

令和５年３月５日（日）に総会、懇親会を開催致しました。
令和元年開催後この３年半の間、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響でイベントや行事中止・縮小となっていました
が、ようやく行政がウィズコロナに舵を切り、世の中も活発
となり、熟慮の結果、今回総会を開催する決断を致しました。

門浪会は、昭和 35 年設立から今日まで 62 年、門女・北高
卒業生の交流の場、また絆を深める会として脈々と続いてお
ります。
ただ、会員の高齢化で会の弱体化が進んでおります。今後
は後輩の皆様のなお一層のご協力ご支援に期待して、挨拶に
代えさせていただきます。

令和５年４月吉日

ご 挨 拶
門浪会会長 古井　保子（北高 13期）



－ 30 －

　新型コロナウイルスの活動がやや落ち着いてきた中で、3年ぶりに総会・懇親会を開催しました。
役員の補充選任をし事務局が交代しました。下記に新しい事務局の連絡先を記しておりますので
よろしくお願いします。

⑴　会費納入のお願い
ご案内の通り「福岡県立門司北高等学校」の廃校と共に同窓会費の入金が途絶しました。よっ
て「門浪会」の日々の運営については、皆様のご厚意である、年会費 2,000 円で賄われています。
一人でも多くの方のご協力をお願いします。
⑵　協賛広告・寄付金のお願い
運営資金補填のため、会報誌への協賛広告と寄付金をお願いしています。寄付金に上限、下
限はありません、会費に上乗せをしていただいても結構です。
協賛広告は名刺サイズ 5,000 円、名刺サイズ× 2，10,000 円です。広告は、会社、商店、個人、
団体いずれも結構です。
⑶　投稿のお願い
『会報誌第１7号』の原稿を募集しています。内容は、同期会だより、紀行文、随筆、俳句、
地方便り等を以下の要領でまとめて下さい。
｢随筆｣ は 2,000 字程度、｢地方便り｣ などは800字程度、｢その他の会合｣ 等は 400 字程度に
まとめて下さい。
⑷　原稿・広告共に締め切りは 2023年 12月 31日です。
⑸　会費、寄付金、広告料の振り込みは下記までお願いします。
　・ゆうちょ銀行　０１７２０－６－１３５３２７　門浪会
　・門浪会ホームページ　URL　http://www.tonamikai.jp/（門浪会でアクセス）

事 務 局 便 り

事務局からのお願い

お問い合わせ、原稿の投稿等は下記「門浪会」事務局までお願いします。

新事務局　　柴野　裕二（北高 25期）
　　　　　　801-0851　　北九州市門司区東本町１－６－８
　　　　　　携帯電話　　090-2589-3911　　E-mail：y.s.1956@outlook.jp
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